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３－１．技術体系（早期水稲５ha）
   （10ａ当たり人、時間）

技術内容 作業時期 使用機械器具
組み作
業人員

実作業
時間

延べ作
業時間

使用資材

品種の選定 ①種子注文

種子の予措

①比重選
②種子消毒
③浸種
④催芽

3中
3中
3中～下
3下

2 0.50 1.00
県奨励品種から選定する。
種子更新に努める。

育苗

①床土準備
②播種
③緑化
④硬化
⑤箱施薬

３中
３下
４上
４下
移植前

育苗用播種機 2 0.90 1.80

施肥

①土壌改良
資材施用

４中 ﾄﾗｸﾀ
ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀ

3 0.03 0.09

土壌改良資
材 施肥基準参照

①耕起 3中～下 ﾛｰﾀﾘー
2 0.25 0.50

田面の均平に努める。

②代掻き(荒
代植代)

4上～中 水田ﾊﾛｰ 2 0.20 0.40

移植 ①田植え 4下
乗用田植機
(側条施肥)

2 0.33 0.66
生育ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝに基づき適期
に植付ける

除草
①除草剤散
布

5上 散粒機 1 0.30 0.30
『県病害虫防除基準』参照

①農薬散布 7下 0.03 0.00 農薬

②農薬散布
8上 0.03 0.00 農薬

追肥 ①穂肥
6下～７
上

2 0.50 1.00 ２回分施

水管理
①間断潅水
②中干し
③落水

６中～
６上～
８中

2 1.00 2.00
高温時は掛流し潅水とする
目標茎数8割程度で実施。
早期落水防止。

①刈取り
自脱型ｺﾝﾊﾞｲ
ﾝ

2 0.15 0.30

②運搬 ﾄﾗｯｸ 1 1.00 1.00

乾燥･調整 ①共乾施設 ８下 共同乾燥施設利用

計 5.22 9.05

2.42

本田病害虫防除
委託
無人ﾍﾘによる防除

収穫
８下

適期刈取。生籾長時間放置し
ない。稲わら全量土壌還元を
原則。

作業の種類

栽培技術 作業技術

技術の重要事項

本田耕運整地
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３．技術体系

３－１．技術体系（水稲　５ha）
（10ａ当たり人、時間）

技術内容 作業時期 使用機械器具
組み作
業人員

実作業
時間

延べ作
業時間

使用資材

品種の選定 ①種子注文 種籾（４ｋｇ）
奨励品種から選定する。
毎年種子更新に努める。
高温耐性品種の選定

種子の予措

①比重選
②種子消毒
③浸種
④催芽

5中
5中
5中～下
5下

比重計 2 0.50 1.00
食塩
種子消毒剤

『県病害虫防除基準』参照種
籾4ｋｇに対し18㍑程度を目安
に、1日1回水を取りかえる。
催芽はハト胸状態までとす
る。

育苗

①床土準備
②播種
③緑化
④硬化
⑤潅水他
⑥箱施薬

6上
6上～6中
6中
6上～中
移植前

播種機
育苗シート

3 0.70 2.10
育苗箱
稚苗:20
中苗:30

PH4.5～5.5調整の市販品を
使用。
中苗は必要に応じて追肥す
る。
昼間の高温、夜間の低温に
注意し、夕方の潅水は避け
る。

施肥

①土壌改良
資材施用

6上 ﾄﾗｸﾀ
ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀ

3 0.03 0.09

土壌改良資
材

施肥基準参照

①耕起 6上～中 ﾛｰﾀﾘー
2 0.25 0.50

②代掻き 6中 水田ﾊﾛｰ 2 0.20 0.40 田面の均平を図る

移植 ①田植え 6下

田植機
(側条施肥)

3 0.20 0.60
生育ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝに基づき適期
に植付ける

除草
①除草剤散
布

７上 電動散粒機 2 0.30 0.60
『県病害虫防除基準』参照

①農薬散布 8上 乗用管理機 3 0.03 0.09 農薬

②農薬散布
8下 乗用管理機 3 0.03 0.09 農薬

③農薬散布
9上 乗用管理機 3 0.03 0.09 農薬

水管理
①間断潅水
②中干し
③落水

7中～9下
7下～8上
10上

2 1.00 2.00
高温時は掛流し潅水とする
目標茎数8割程度で実施。
早期落水防止。

①刈取り
自脱型ｺﾝﾊﾞｲ
ﾝ

2 0.15 0.30

②運搬 ﾄﾗｯｸ 1 1.00 1.00

乾燥･調整 ①共乾施設 10上～中 共同乾燥施設利用

計 4.42 8.86

2.19 6.67

本田病害虫防除

『県病害虫防除基準』参照
防除の実施は害虫の発生状
況に応じて決定する。
(無人ヘリ防除も検討する)

収穫
10上～中

適期刈取。生籾長時間放置
禁止。稲わら全量土壌還元
又は堆肥化促進。

作業の種類

栽培技術 作業技術

技術の重要事項

本田耕起整地
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３．技術体系

３－１．技術体系（水稲酒米　２ha）
（10ａ当たり人、時間）

技術内容 作業時期 使用機械器具
組み作
業人員

実作業
時間

延べ作
業時間

使用資材

品種の選定 ①種子注文 種籾（４ｋｇ）
奨励品種から選定する。
毎年種子更新に努める。
高温耐性品種の選定

種子の予措

①比重選
②種子消毒
③浸種
④催芽

5中
5中
5中～下
5下

比重計 2 0.50 1.00
食塩
種子消毒剤

『県病害虫防除基準』参照種
籾4ｋｇに対し18㍑程度を目安
に、1日1回水を取りかえる。
催芽はハト胸状態までとす
る。

育苗

①床土準備
②播種
③緑化
④硬化
⑤潅水他
⑥箱施薬

6上
6上～6中
6中
6上～中
移植前

播種機
育苗シート

3 0.70 2.10
育苗箱
稚苗:20
中苗:30

PH4.5～5.5調整の市販品を
使用。
中苗は必要に応じて追肥す
る。
昼間の高温、夜間の低温に
注意し、夕方の潅水は避け
る。

施肥

①土壌改良
資材施用

6上 ﾄﾗｸﾀ
ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀ

3 0.03 0.09

土壌改良資
材

施肥基準参照

①耕起 6上～中 ﾛｰﾀﾘー
2 0.25 0.50

②代掻き 6中 水田ﾊﾛｰ 2 0.20 0.40 田面の均平を図る

移植 ①田植え 6下

田植機
(側条施肥)

3 0.20 0.60
生育ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝに基づき適期
に植付ける

除草
①除草剤散
布

７上 電動散粒機 2 0.30 0.60
『県病害虫防除基準』参照

①農薬散布 8上 乗用管理機 3 0.03 0.09 農薬

②農薬散布
8下 乗用管理機 3 0.03 0.09 農薬

③農薬散布
9上 乗用管理機 3 0.03 0.09 農薬

水管理
①間断潅水
②中干し
③落水

7中～9下
7下～8上
10上

2 1.00 2.00
高温時は掛流し潅水とする
目標茎数8割程度で実施。
早期落水防止。

①刈取り
自脱型ｺﾝﾊﾞｲ
ﾝ

2 0.15 0.30

②運搬 ﾄﾗｯｸ 1 1.00 1.00

乾燥･調整 ①共乾施設 10上～中 共同乾燥施設利用

計 4.42 8.86

本田病害虫防除

『県病害虫防除基準』参照
防除の実施は害虫の発生状
況に応じて決定する。
(無人ヘリ防除も検討する)

収穫
10上～中

適期刈取。生籾長時間放置
禁止。稲わら全量土壌還元
又は堆肥化促進。

作業の種類

栽培技術 作業技術

技術の重要事項

本田耕起整地
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３．技術体系

３－１．技術体系（WCS用稲　7.5ha）

技術内容 作業時期 使用機械器具
組み作
業人員

実作業
時間

延べ作
業時間

使用資材

品種の選定 ①種子注文
専用品種を使用する
播種量は主食用よりやや少
なめにする

種子の予措

①比重選
②種子消毒
③浸種
④催芽

5中
5中
5中～下
5下

比重計 2 0.50 1.00
食塩
種子消毒剤

食用品種に準拠。休眠が深
い品種があるので浸種は十
分行う
催芽はハト胸状態までとす
る。

育苗

①床土準備
②播種
③緑化
④硬化
⑤潅水他
⑥箱施薬

5下
6上
6中
5下～6中
移植前

播種機
育苗シート

3 0.70 2.10

育苗箱
稚苗:20

PH4.5～5.5調整の市販品を
使用。
昼間の高温、夜間の低温に
注意し、夕方の潅水は避け
る。

施肥
①土壌改良
資材施用

6上
ﾄﾗｸﾀ
ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾀ

3 0.03 0.09

土壌改良資
材

食用品種に準拠。

①耕起 6上 ﾛｰﾀﾘー
2 0.25 0.50

②代掻き
(荒代･植代)

6上～中 水田ﾊﾛｰ 2 0.20 0.40

移植 ①田植え 6中
田植機
（側条施肥) 3 0.20 0.60

除草
①除草剤散
布

6下 電動散粒機 2 0.30 0.60
品種により薬害が出やすい
ので注意する

水管理
①間断潅水
②中干し
③落水

7上～9下
7下～8上
9中

2 0.65 1.30 食用品種に準拠。

①刈取り
コンバイン
ベーラー

2 0.50 1.00

②ラップ
ベールラッ
パー

2 0.10 0.20

③運搬 ﾄﾗｯｸ 1 1.00 1.00

計 4.43 8.79

2.58

収穫
10中～下

作業の種類

栽培技術 作業技術

技術の重要事項

本田耕起整地
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３．技術体系（アスパラガス）
（10ａ当たり人、時間）

技術
内容

作業
時間

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

(１年目)
耕うん
整地

耕起整地 ９月～10月 トラクター 2 2 4
堆肥　10ｔ
石灰質資材
リン酸質資材

深耕・排水対策が重要。
有機質・土壌改良資材の
施用。
　ｐＨ5.8～6.7に矯正す
る。

基肥施用 ９月～10月 2 2 4

追肥施用
(翌年)

(翌年)
３月～８月

1 6 6

保温施設
組立て

ビニール
張り

９月～10月 トラック 4 9 36 ビニール一式

定植準備 10月～11月
トラック
管理機

2 3 6 かん水チューブ
            700m

定植 10月～11月 トラック 2 10 20 セル苗

栽植密度：畦幅1.5m×株
間25cm
　10a当たり　2,700株
(春植えの場合は４月定
植)

配管 かん水施設 2 3 6 かん水資材

かん水 1 50 50

（翌年）
土寄せ
培土

４月下
トラック
管理機

2 4 8 　覆土の厚さ  10～15cm

立茎
立茎
摘心

４月下～ 2 12 24

茎径7～8mmの茎が萌芽
したら、株当たり5～6本
残し弱茎、細径等は切除
し、以降萌芽したものは
収穫する。

支柱立て
ネット張り

2 4 8

誘引、整枝 2 12 24

保温、換気 11月～３月 2 33 66

下温対策
７月～９月 2 2 4

病害虫防除
薬剤散布
耕種的防除

３月～11月 動力噴霧機 2 11 22
　県病害虫防除基準によ
る適正防除。

収穫出荷
(夏どり)

５月下～
　10月

トラック 2 74 148

　萌芽茎が27～28cmに
なった時、地際から全部
収穫する。高温期は早
朝、夕方の2回行う。

計 436

温度管理
遮光資材、
寒冷紗

春どり：保温・すきま風対
策
夏どり：昼間の換気の徹
底

かん水
11月上～
　２月

適宜かん水し、うねの表
面が乾かないようにす
る。
(目安)収穫開始まで
  5～10mm/７～10日
収穫期間中
　5～10mm/2～3日

整枝誘引
５月上～
　６月中

トラック

誘引は早めに行い、2段
誘引とする。
主枝の摘心位置1.4m、下
枝除去50cm

作業の
種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項

施肥
トラック
トラクタ
管理機

10a当たり成分
　N　　　  32kg
  Ｐ２O５   33kg
  Ｋ２O    27kg

Ｎの分施割合
　基肥50%　追肥50%
　追肥は月2回
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（10ａ当たり人、時間）

技術
内容

作業
時間

使用
機械
器具

組み
作業
人員

実
作業
時間

延べ
作業
時間

冬肥施用
12月下 ～
　１月上

トラック
管理機

2 4 8

春肥施用 ４月 2 4 8

追肥施用 ８月～10月 2 6 12

堆肥被覆 ４月 2 4 8
堆肥、バーク堆
肥等

１月 2 3 6

４月 2 4 8

配管 １月 2 3 6

トンネル被
覆

１月下～
　２月上

2 6 12

かん水 １月～12月 かん水施設 1 62 62 かん水資材

適宜かん水し、うねの表
面が乾かないようにす
る。(目安)10mm/10日と
するが、夏場は4mm程度
/2日、収穫終了後も乾燥
させないよう適宜かん水
する。

立茎
立茎
摘心

４月～９月 トラック 2 17 34

萌芽した茎を徐々に更新
して茎径10～12mmの勢
いの良い茎を10～12本/
ｍ程度立茎する。1芽1本
の立茎を原則とする。
以降、障害茎のみ更新す
る。

支柱立て、
ネット張り

トラック 2 8 16

誘引、整枝 2 18 36

保温、換気 １月～12月 1 58 58

下温対策 ７月～９月 2 2 4
遮光資材、
寒冷紗

病害虫防除
薬剤散布
耕種的防除

４月～11月 動力噴霧機 2 14 28
県病害虫防除基準による
適正防除。

春どり
２月上～
　５月

トラック 2 97 194

夏どり
６月～
　10月下

トラック 2 157 314

全刈り 12月下 トラック 2 8 16
茎葉が黄化した頃、地際
部より刈取り焼却する。

計 830

収穫出荷

春どり収穫打切りの目安
1年生株：3月下旬(40日)
多年生株：4月下旬(60日)
茎径10～12mmの茎が、
10～12本/ｍになったら
夏どり行う。高温期は早
朝、夕方の2回行う。

整枝誘引
５月上～
　６月中

支柱
ネット

誘引は早めに行い、2段
誘引とする。
　主枝の摘心位置(高さ)
　大型ハウス　1.4m
  小型ハウス　1.2m
　2次分枝は7月まで除去
する。
　下枝除去の高さ：50～
70cm。摘芯作業は晴天
日に実施する。

温度管理

萌芽まで換気しない。萌
芽後は25℃以上で換気。
すきま風対策と昼間の換
気の徹底。
妻面、側面換気と併せて
行う。

(多年生)

施肥
10a当たり成分
　N　　　  44kg
  Ｐ２O５   38kg
  Ｋ２O    20kg

Ｎの分施割合
　冬肥20%　春肥・追肥
80%
　冬肥：保温開始前施用
　春肥：緩効性肥料施用
　追肥は8月～収穫終了
まで月2回施用する（6回）
　N成分　2.4kg/1回
　堆肥は通路施用

収穫前準備
トラック
管理機

土壌水分を安定させるた
め、うね上に堆肥、ﾊﾞｰｸ
堆肥等を被覆する。
　覆土の厚さ  10～15cm

土寄せ､培
土

作業の
種類

栽培技術 作業体系

使用資材 技術の重要事項
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